平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


コミュニケーションへの関心・意欲・態度

プロトタイプＣ-1

単元：

BOOK 2，LESSON 7
評価の観点（技能）：

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

《言語活動への取組》

評価規準：

間違うことを恐れず、積極的にプレゼンテーションしている。

評価方法：

【観察】p.87 USE　Speak3の活動への取り組みを観察し、評価する。

留意点

　この活動は、クラスやグループなどの集団に対する発表会という形で行うことになると思われる。

プレゼンテーションの時に、グラフや表を利用するなど工夫して発表しようとしているかについても評価する。
評価基準：A・B・Cの3段階

観察場面ごとに○×の２段階で付けて、数値変換をして合計し、それをＡＢＣに振り分ける。

○：間違うことを恐れず積極的にプレゼンテーションしている。

×：間違うことを恐れて積極的にプレゼンテーションしていない。

留意点

プレゼンテーションの時に、グラフや表を利用するなど工夫して発表しようとしているかについても評価する。
評価課題：

p.87 USE Speak3の活動を行う。

留意点

ここでは言語活動への取り組みを評価対象としているので、言語的正確さなどは評価対象とはしない。「積極的にプレゼンテーションに取り組んでいるかどうか」が評価対象となる。


















